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「災いから学べる人となれ」 

校長 髙山 俊哉 

大変な年度末になってしまいました。本来今年度最後のこの学校便りでは１年間のご支援・ご

協力のお礼を申し上げるつもりでした。しかし、今年はコロナ・ウイルス感染症の拡大によりい

つもとは全く違う３月となってしまいました。横浜市立学校は３月３日（火）から１３日（金）

まで全校が休校になります。状況によっては延長の可能性もあります。感染症の拡大防止のため

とは言え生徒の皆さん、とりわけ３年生には辛い思いをさせてしまいました。皆が楽しみにして

いたディズニーリゾートへの卒業遠足も安全確保のため直前で中止としました。 

卒業式も１１日に予定通り行なうことにはなったのですが、これも全市、在校生・保護者・来

賓の列席なしで卒業生と教職員のみで挙行いたします。仲間との最後の晴れ舞台を思い描いてい

たであろう卒業生とお子様の義務教育最後の成長した姿を楽しみにしていたであろう保護者の皆

様の心中を思うと言葉もありません。私ども教職員、特に三学年担当の職員の無念も同様です。

しかしながら、これまでも、またこれからもお子さまの安全第一を最優先に感染防止のための最

善策を実施してまいります。なにとぞご理解とご協力を賜わりますようお願いします。今年の卒

業式は例年準備を手伝ってくれる在校生もいません。清掃から準備設営まで例年と遜色ないよう

職員全員でしっかり行います。参列者は少なくても日本一心のこもった卒業式を目指していきま

す。１，２年生にとっても今年度のクラスの仲間との出会いは一期一会です。最後のひと時を思

うような形で過ごせなかったことは誠に残念であろうと思います。 

今年のことで改めて思い出したのが 2011 年３月 11 日の東日本大震災の年のことです。あの時

もちょうど年度末、横浜では卒業式こそ終わっていたのですが、同じように大変な学年末になり

ました。東北では「おはよう」とあいさつをしたその友達たちにその日から永遠に会えなくなっ

た人や、朝いつも通りに門をくぐった学校がその日を最後に消えてしまったという子どもたちが

数え切れないほど出ました。その後多くの人が、「平和な日常というのは決して当たり前ではない

んだ。平和な日常を支えるために多くの人たちが力を尽くしてくれているんだということがわか

った。」と話していました。今回も学校を休みにするということだけで非常に多くの困難が生じる

ことが改めてわかりました。裏を返せば日常はそうした多くの人たちの努力によって成り立って

いることを知る機会にもなったと思います。 

卒業する 3 年生は東日本大震災の際、幼稚園・保育園に通っていた人たちは卒園式が中止にな

ったか、かろうじて行えても余震の恐怖の中での挙行であったと聞きました。混乱の中の小学校

入学になった学年です。義務教育の最初と最後の節目の時にこのような経験をすることになって

しまいました。しかしそのような学年だからこそ私は、皆さんに、災難ではありますがこれをた

だ残念な災難ととらえるのみでなく、今後も起きるであろう災害の時には大人になっている自分

はどう動くべきなのかを考える良いチャンスにしてもらえればと思います。そして願わくば、自

分のことや自分から見えるところにいる人ばかりではなく、見えないところにいる人や現象にも

目と心を向けられる人に育ってほしいと思っています。 

地域の皆さま、保護者の皆さま、今年度本当にお世話になりました。まだまだ先の見えぬ状況

ではありますが、今後とも茅ケ崎中学校に変わらぬご支援をどうぞよろしくお願いいたします。 

 

http://www.edu.city.yokohama.jp/sch/jhs/chigasaki/


 3年特別時間割 2/20 実業家講話  

 

3年生は 2月 18日より、卒業期の特別時間割

に入りました。義務教育修了に向け、最後のま

とめに取り組みました。 

20日には外部より講師を招き、『実業家講

話』を行いました。多くの講師の方のお話を聞

く中で、社会に出て生きていくことを考えるよ

い機会になりました。 《副校長》  

   

 

 

 3年特別時間割 2/21 地域清掃  

 

《地域清掃》 

 ２１日には地域に出て、
清掃活動を行いました。 
 その間に、ＰＴＡによる
豚汁の準備、おやじの会Ｏ
Ｂによるもちつきが行わ
れ、戻ってきた生徒たちに
ふるまわれました。地域と
の関係がより深まりまし
た。 
 

 
《もちつき》 

《うまい！》 

 
 
 

《豚汁》 

 

 

《餅をこねこね》 

 

 

 



 10組 校外学習  

 

 年度末を迎え、個別支援学級には様々なまとめの行事がありました。 

 

  ２月４・５日には、港北区・

都筑区・青葉区の３区合同の作

品展が、都筑区総合庁舎のロビ

ーで開かれました。 

 一年間、美術科や技術家庭

科・作業学習で作った作品の

数々を一堂に展示しました。３

月には校内でも展示をします。 

《副校長》 

 

 

 

 ２月１３日にはお別れ遠足がありました。午前は学校で

余暇活動を行い、午後はセンター南でのレストラン学習で

した。 

自分で食べたいメニューを選び、注文して、場の雰囲気

に合わせて食事ができることも、社会性を身につける大切

な学習の一部です。おいしいものを食べ終わって緊張も解

け、にっこり笑顔で帰ってきました。 

《副校長》 

 

 

 

  ２月２０日には、都筑区第

４回交流会が、東山田中学校

で行なわれました。 

 今回は公共交通機関の自力

利用の練習で、北山田駅集

合・解散にしました。 

レクやお別れセレモニーを

みんなで楽しみ、３年生たち

の卒業を祝いました。 

 《副校長》 

 

 

 連 絡  

◎新型コロナウィルス感染症への対策のため、３月の予定が決まらず、学校便りの発行が

遅くなりましたことをお詫びします。内容が生徒たちの活動報告のみとなりましたが、ご

了承ください。                          《副校長》    

◎今後も情勢により様々な行事の変更が予想されますことを、ご承知おきください。   

《副校長》 

 


